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＜考察＞

今回の研修では、介護予防に向けた口腔機能向上トレーニングを学んできました。

なぜ、口腔ケアをしなければならないのか、また実践的な方法を学び、理解の出来る方への

アプローチ方法を詳しく知識として得る事が出来ました。

他施設では、歯科衛生士をある程度の期間で採用し、職員に指導する方法をとっているところも

あり、口腔ケアの正しい理解が出来ていました。

南山苑では、昨年度より口腔ケアに視点を置き、外部からの講師に来ていただき実践を学びました

が、実際に取り組んでみると、まだまだ疑問に思う部分が出てきている状態であり、試行錯誤を

繰り返しているのが現状です。

しかし、今だからこそ、様々な方法を試すいい機会としてこの研修で学んだ事で、活かせるものを

取り入れていきたいと考えます。

嚥下体操があり、高齢者は職員の口元を見て真似し、体操するのですが、その口元が見えているのか

という部分については、なかなか分かりづらいものがあるのではないかと考えます。

より効果的に行う為には、ダンボールなどで作成した、口の絵を使い、舌の動きを手で動かして

実践すれば、利用者様が、わかりやすく、そして意識して行う事ができるのではないかと考えます。

　今回の参加者は、だいたいが、通所に配属されている方であり、口腔ケア加算を踏まえた考えの方

が多くいました。加算をとるとなれば、本格的な口腔ケアの指導や、アセスメントを行わなければ

なりません。実際、南山苑では本格的に行うには、職員の知識と理解が追いついていない為、

徹底され、実践可能になるまではまだ時間がかかると思われます。

認知症の方へのアプローチ方法は、どの施設でも悩んでいる事であり、講義を受けても実践にうつす

事はなかなか難しいようです。

　今南山苑がしていかなければならない事は、全職員への口腔ケアの知識の習得と理解です。

基本的な部分が分かれば、応用として取り入れることは可能です。

その為に、担当者が中心となり、全職員への周知を図っていければケアの持続につながると思います。

苑内研修にも、伝達講習として取り入れ、どうして口腔ケアが必要なのか、どのようにして取り組めば

良いのかを話し合っていきたいと考えています。

　自分自身、まだ疑問に思う事はたくさんあり、絶対こうしなければならないもの、他のものでも

代用できるものというのは、分かりません。

理解を深める為にも、以前講師として来ていただいた方などに教えていただいたり、他施設ではどのようにしているのかを聞き、ネットワークを活かしていきたいと考えます。

　新しく取り入れるものは、なかなか浸透しないのが事実です。浸透するまでに、時間を要します。

しかし、根気強くケアを行えば、それは結果として現れます。昨年度口腔ケアに興味を持ち、インターネットや、資料を見たり、講習の参加をし、分かる範囲で、職員に声掛けしてきました。

始めは、徹底されなかった事が、今では、あたり前の事としてケアしています。

今回の研修で得た知識を職員へ教え、利用者の生活を支えていけるようなケアをしていければ、結果として

残り、その方にとって必要な事はなんなのかという、観察力が高まると考えます。

＜講師＞

　～実技で学ぶ！　介護予防に向けた口腔機能向上トレーニング～

　　　愛知県歯科衛生士会　会長　/ マウス・マウス介護支援事業所　介護支援専門員

　　　池山豊子氏

＜内容＞

○介護予防の推進

＜新たな介護予防システムの確立＞

· 「地域支援事業」の創設

要支援・要介護状態に陥るおそれがある者（高齢者人口の5％程度）等を対象とした介護予防事業の実施

· 「新・予防給付」の創設

軽度者に対する給付内容、マネジメントシステムを介護予防の視点から見直し

　　　　　一貫性・連続性のある総合的介護予防システムの確立

○介護予防に効果があると思われるサービス

· 栄養改善

· 運動器の機能向上

· 口腔機能向上

· その他（ひきこもり、うつなどの精神的なもの）

○なぜ口腔機能向上なのか

· 高齢者の食事への関心の高さ－食べる楽しみ

· 気道感染予防と口腔衛生、口腔機能の関係－インフルエンザの罹患率に関わる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口腔ケアしていた方が罹患しにくい

· 窒息と口腔機能との関係－いつでも誰でも、高齢者には危険率が高い

· 栄養改善と口腔機能の関係

○気道感染予防にもたらす効果

対照群口腔ケア群と比較して有意にインフルエンザの発症者が多かった。

○サルコペニア

加齢とともに生じる体たんぱく質の合成能低下と食欲の低下などを原因とするたんぱく質、エネルギーの摂取不足によって生じる骨格筋の減少、筋力の低下をいう。

　栄養不足になると骨格筋がなくなっていく

· 口腔内にもサルコペニアは起こる

　　　加齢とともに、または低栄養によって口腔の筋力は減少し、口腔機能を低下させる

経口摂取しなければ、又舌の筋肉を使わなければ舌の萎縮始まり、低下する！！

· サルコペニアと口腔におけるサルコペニア

　　　サルコペニア筋肉減弱症　　　　　口腔におけるサルコペニア　　　　


　　　　たんぱく質・エネルギー不足　　　　食べる機能の低下

　　　サルコペニア筋肉減弱症　　　　　体たんぱく質・合成力低下


　　　　　基礎代謝低下　　　　　　　　　　　食欲低下

口腔機能の向上を目的としたリハビリテーション

○口腔機能向上プログラムはどこで実践されるか？

1 地域支援制度の中で行われる

2 介護保険制度の中で行われる

1、 予防給付

2、 介護給付

○介護予防における口腔機能向上の実際

　　　　　　　　　　　　　　　口腔機能の向上とは


　　　　歯口清掃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　口腔機能

　　　　　歯周病　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　咀嚼

　　　　　う蝕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嚥下　　

などの口腔疾患の予防　　　　　　　　　　　　　　　　発語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の維持向上

○口腔機能のアセスメント

· 嚥下機能

· 咀嚼機能

· 構音機能

· 口腔清掃状態

○理学的検査

　・口腔内視診　　観察する時は、口唇をつまんでも良い（つまんでも痛くない為）

· 反復唾液嚥下テスト（RSST）  30秒以内に何度唾を飲み込む事が出来るか

○聞き取り調査

· 本人に聞くQOL

　　　　本人が楽しみとなっているか？

　　　　おいしく食べられるか？

　　　　全量を食べる事が出来るか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本人のステップアップ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一段階あがるだけでも、かなりの効果

○口腔の問題の把握

· 口腔内の状況把握から口腔機能を読み取る

　　　唾液の分泌量　　　唾液が無ければ、おいしく感じない

　　　咀嚼機能

　　　口腔周辺の筋力　　筋力が無ければ、義歯を使用できない

　　　舌の力

　　　呼吸の状況　　　など

○口腔清掃についてのアセスメント

· 口腔清掃の週間とその巧緻性をみる

　　　　　個人の口腔衛生思想

　　　　　認知症

　　　　　手指の運動能力

　　　　　握力

　　　　　身体の障害　　　　　など

○口腔機能の評価

　・RSST　　　　　　←３回以上でクリア

1 座って行う

2 「できるだけ何回も“ごっくん”と唾を飲み込むことを繰り返してください」

3 惹起するまでの時間

（例）　１回目　　（５秒）

　　　　２回目　　（１２秒）

　　　　３回目　　（１９秒）

○オーラルディアドコキネシス

　パ＝口唇の動き

　タ＝舌の前方の動き

　カ＝舌の後方の動き

　

　軟口蓋・口唇・舌の運動能力の評価

　測定方法：口の動きを見て紙の上に鉛筆で印をつける

○口腔周囲の筋力の評価とトレーニング

· 頬の膨らまし

· 口唇閉鎖力

· 軟口蓋閉鎖力　　←この部分を動かせるのは、人間だけである

　　　ぶくぶくうがい・がらがらうがい

○口腔機能向上プログラム実施の意義

1 口腔衛生のモチベーションの継続「口腔ケアは気道感染を予防する」

2 口腔機能についての認識「日常的に機能低下が起こっている」

　　　　　　　　　　　　　「窒息は健康と思われる人にも起こる」

3 食べる楽しみは生きる意欲である事を認識

※「あー」と10秒いい続けると、むせこみのある方に効果的である。励みにもなり、本人もわかりやすい

○トレーニングの効果その①

· 個別トレーニング

　　　その人の機能に合わせているので、満足感をもってもらえる

　　　ただし、個人的な信頼関係が構築されないと効果的に進まない

○トレーニングその②

· 集団トレーニング

　　　みんなと一緒に行う安心感を持つ

　　　笑いや競う楽しさを醸し出す効果がある

　　　ただし、大勢の中の一人という観念をもってしまうと真剣なトレーニングはなくなる人もいる

○トレーニングの効果その③

· 参加者の主体性を引き出す

· すべてのトレーニングの意味を理解してもらう

· 継続性を持たせる

· どこでも実践可能なプログラムの提示

○トレーニングの実際①

· 全身のストレッチ

手指の末端から大脳への刺激

呼吸なの嚥下に関わる機能昂進

○トレーニングの実際②

· 抹消の神経を刺激する

· 全身を活性化すると嚥下機能も賦活化する

○トレーニングの実際③

· 口唇閉鎖力の強化

○トレーニングの実際④

· 顎の開閉

· 頬筋のストレッチ

○トレーニングの実際⑤

· 舌の運動

　　　舌と突出運動

　　　舌と口唇との連動による異常緊張の緩和

○トレーニングの実際⑥

· 唾液腺マッサージ

○トレーニングの実際⑦

　噛む力を維持・増強する
○トレーニングの実際⑧

· 無意味音の発音

　　

○トレーニングの実際⑨

· グループトレーニング

○歯口清掃

· 口腔ケアの目的は感染予防

· 歯口清掃は同時に口腔機能のトレーニングとなり、安全な食生活を継続する

○適した道具を提案

· 機械的に歯を磨いて歯垢をとる

· 歯磨き粉を塗るだけでも効果はある

· フッ素が入ったものを使う

· モンダミンなど⇒単にうがいだけではなく、うがいできない方にスポンジや綿に含ませてケアするだけでもかなり清潔感がある

































































































